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■学術大会長講演	 9月4日（金）   8：45〜9：15   第1会場（熊本城ホール 4F メインホール）

座長：小林　　亮（社会医療法人生長会健診事業本部／ベルクリニック）
旅の終わりから眺める予防医療

演者：吉田　　稔（日本赤十字社熊本健康管理センター）

■理事長講演	 9月4日（金）   10：00〜10：20   第1会場（熊本城ホール 4F メインホール）

座長：那須　　繁（特定医療法人財団 博愛会）
現在の日本における人間ドック健診の意義

演者：荒瀬　康司（虎の門病院健康管理センター）

■特別講演 1	 9月4日（金）   10：30〜11：50   第1会場（熊本城ホール 4F メインホール）

座長：石坂　裕子（医療法人財団慈生会 野村病院）
予防医学は社会を変えられるか ― 熊本から始まった実践と未病医学 ― 

演者：小山　和作（日本赤十字社熊本健康管理センター）

■特別講演 2	 9月5日（土）   8：30〜9：30   第1会場（熊本城ホール 4F メインホール）

座長：中尾　治彦（佐世保中央病院予防医療センター）
病院におけるカスタマー・ハラスメント（ペイシェントハラスメント）
～患者・家族との向き合い方～

演者：福﨑　博孝（弁護士法人ふくざき法律事務所）

■特別講演 3	 9月5日（土）   9：35〜10：35   第1会場（熊本城ホール 4F メインホール）

座長：吉田　　稔（日本赤十字社熊本健康管理センター）
特定保健指導「無関心期」への行動経済学の応用

演者：平井　　啓（大阪大学）

■特別講演 4	 9月5日（土）   14：30〜15：10   第1会場（熊本城ホール 4F メインホール）

座長：緒方　康博（日本赤十字社熊本健康管理センター）
臨床研究40年からの教訓

演者：小川　久雄（熊本大学）

■事務特別講演	 9月4日（金）   13：20〜14：50   第10会場（熊本城ホール 2F シビックホールB）

座長：岡部佳代子（社会医療法人生長会 ベルクリニック）
DXで組織マネジメントはどう変わるか

演者：藤井　将志（特定医療法人谷田会 谷田病院）

1. 主要プログラム（案）※日時および講演タイトルは予定のものとなります。
※敬称略
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■指定講演	 9月5日（土）   10：40〜11：40   第1会場（熊本城ホール 4F メインホール）

座長：髙谷　典秀（医療法人社団 同友会）
健診機関との新たなコラボヘルスに向けて

演者：小松原祐介（健康保険組合連合会）
健診機関との新たなコラボヘルスを目指したレポートの作成と、レポートの活用可能性・課題について

演者：後藤　英子（健康保険組合連合会／
　　　　　　　　　東京大学医学部附属病院大学病院医療情報ネットワークセンター（UMIN））
健診医療機関との新たなコラボヘルス
 ― 集団分析に基づく被扶養者支援と健診医療機関との連携強化 ―

演者：山﨑　真子（長野県農業協同組合健康保険組合）
健診データの集団分析を生かした被扶養者健康支援の取り組み

演者：後藤　和美（エプソン健康保険組合）

■シンポジウム 1	 9月4日（金）   10：20〜11：50   第2会場（熊本城ホール 3F 大会議室A1）

肝疾患関連　※日本肝臓学会共催
座長：吉治　仁志（奈良県立医科大学）
　　　新　　智文（東京慈恵会医科大学 総合健診・予防医学センター）
奈良宣言：かかりつけ医と消化器肝臓専門医の連携による慢性肝疾患診療体制の再構築

演者：坂本　直哉（北海道大学）
人間ドック・健診受検者における高リスク慢性肝疾患抽出に向けた「奈良宣言」とMASLDの意義

演者：川口　　巧（久留米大学）
人間ドック健診での肝障害検査の実態

演者：荒瀬　康司（虎の門病院健康管理センター）
MASLD診療で一般健診センターができること

演者：松浦　知和（（公財）佐々木研究所附属 湘南健診センター）

■シンポジウム 2	 9月4日（金）   13：20〜14：50   第1会場（熊本城ホール 4F メインホール）

睡眠関連
座長：杉森　裕樹（大東文化大学）
　　　中山　健夫（京都大学）
適切な睡眠がこころや身体の健康を守る～睡眠障害の標榜実現に向けて～

演者：内村　直尚（久留米大学）
睡眠の謎に挑む：在宅終夜EEG/EOG/EMG+SpO2計測から見えて来たこと

演者：柳沢　正史（筑波大学）
SAS健診から睡眠健診へ ― スクリーニング検査の選択と診断精度 ― 

演者：八木　朝子（久留米大学）
睡眠衛生指導は行動変容を起こせているか減量・栄養指導の再構築と口腔機能介入の可能性を歯科から再考する

演者：小林　充典（医療法人社団美心会黒沢病院）
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■シンポジウム 3	 9月4日（金）   15：00〜17：00   第1会場（熊本城ホール 4F メインホール）

健康経営
座長：髙谷　典秀（医療法人社団 同友会）
健康経営文脈で健康診断を考える

演者：永田　智久（産業医科大学）
経済産業省における健康経営の推進について

演者：福田　光紀（経済産業省）
健康経営からコラボヘルスへ

演者：山本　雄士（株式会社ミナケア）
健康経営に対する健診センターからの非常勤（嘱託）産業医の役割

演者：鏑木　淳一（医療法人社団慈誠会 人間ドック会館クリニック）

■シンポジウム 4	 9月5日（土）   8：30〜10：00   第2会場（熊本城ホール 3F 大会議室A1）

保健指導にいかす生活習慣改善アプリ
座長：宮原　広典（JA鹿児島厚生連病院／JA鹿児島厚生連病院 健康管理センター）
治療アプリを用いた行動変容支援のDX

演者：佐竹　晃太（株式会社CureApp）
鹿児島県ビッグデータより得られた生活習慣病発症予測アプリ

演者：大石　　充（鹿児島大学）
「ロコモ年齢」アプリを用いた勤労世代へのロコモの自分ごと化の取り組み

演者：大江　隆史（NTT東日本関東病院）

■シンポジウム 5	 9月5日（土）   10：10〜11：40   第2会場（熊本城ホール 3F 大会議室A1）

医療AIが変える画像診断の現在と未来
座長：満崎　克彦（済生会熊本病院予防医療センター）
肺がん画像診断と検診におけるAI：臨床応用の現状と今後の展望

演者：梁川　雅弘（大阪大学）
医療AIが変える消化器内視鏡診断の現在と未来

演者：平澤　俊明（がん研究会有明病院）
脳ドックMRIにおけるAI活用の現在と未来

演者：舘脇　康子（東北大学加齢医学研究所）
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■シンポジウム 6	 9月5日（土）   13：10〜14：20   第1会場（熊本城ホール 4F メインホール）

【熊本宣言】職域における任意型がん検診の価値～現状と将来～
座長：髙谷　典秀（医療法人社団 同友会）
　　　吉田　　稔（日本赤十字社熊本健康管理センター）
任意型がん検診に関する宣言

演者：吉田　　稔（日本赤十字社熊本健康管理センター）
【熊本宣言】職域における任意型がん検診の価値～現状と将来～

演者：鶴田　真也（厚生労働省）
日本人間ドック・予防医療学会におけるがん集計成績～がん検診実態調査委員会より

演者：鎌田　智有（川崎医科大学総合医療センター総合健診センター）

■パネルディスカッション	 9月4日（金）   15：00〜17：00   第2会場（熊本城ホール 3F 大会議室A1）

わが国の大腸がん対策における人間ドック・健診の果たすべき役割と展望　※一部公募
座長：井上　和彦（淳風会健康管理センター）
　　　満崎　克彦（済生会熊本病院予防医療センター）
特別発言：野﨑　良一（のざき消化器IBDクリニック）
大腸がん検診の実効性と精検受診率 ― 健診施設の役割 ― 

パネリスト：池澤　和人（筑波記念病院 つくばトータルヘルスプラザ）
当施設での大腸がん検診の現状と若年者大腸腫瘍発見の意義

パネリスト：笹井　貴子（淳風会健康管理センター）
便潜血検査陽性例に対する精検内視鏡の検査効率と便潜血陰性健診症例における病変検出状況の検討

パネリスト：中岡　宙子（大森赤十字病院）
無症状検診受診者における大腸内視鏡検査の有用性に関する検討

パネリスト：加藤　博之（宇都宮記念病院 総合検診センター）
進行大腸癌撲滅に向けて健診受診率向上のための健診枠拡大、便潜血未精査者を0にするフォローアップ強化

パネリスト：宮地　正彦（中東遠総合医療センター）
人間ドックデータAIリスク層別化を基盤とした行動誘導型大腸がんスクリーニングシステムの構築

パネリスト：徳竹康二郎（長野赤十字病院）
人間ドックにおけるスクリーニングCTコロノグラフィの有用性 ― C-RADS判定を用いた検診精度 ―

パネリスト：満崎　克彦（済生会熊本病院 予防医療センター）
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■教育講演 1	 オンデマンド配信

低線量CT検診を人間ドックのオプション検査としてよりよく実施するための取組み
演者：中島　留美（日本赤十字社熊本健康管理センター）

■教育講演 2	 オンデマンド配信

学会新書籍「人間ドック・予防医療の基本と実践」の有効活用
演者：井上　和彦（淳風会健康管理センター）

■教育講演 3	 オンデマンド配信

大腸がん検診の役割と受診率向上への取り組み～最新の内視鏡診療の現況を交えて～
演者：吉田　直久（京都府立医科大学）

■教育講演 4	 オンデマンド配信

H.pylori陰性化時代の上部消化管スクリーニング
演者：井上　和彦（淳風会健康管理センター）

■教育講演 5	 オンデマンド配信

MASLD：診療ガイドラインと奈良宣言に基づいた早期発見と診療連携
演者：川口　　巧（久留米大学）

■教育講演 6	 オンデマンド配信

どこの病院でもできる予防医療向上、病院収益増収を目指した人間ドック健診の体制作り
演者：宮地　正彦（掛川市・袋井市病院企業団立中東遠総合医療センター）

■教育講演 7	 オンデマンド配信

膵癌検診の社会実装化は可能か ― 尾道方式の実践と成果 ― 
演者：花田　敬士（JA尾道総合病院）

■教育講演 8	 オンデマンド配信

「医療DX」の取組
演者：内山　博之（内閣府健康・医療戦略推進事務局）

■教育講演 9	 オンデマンド配信

健診機関が参画する高血圧対策について ― にいがたSTPO高血圧プロジェクト ― 
演者：加藤　公則（新潟大学／新潟県労働衛生医学協会）
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■教育講演 10	 オンデマンド配信

“ヒトは血管から老いる” ― 動脈硬化進展を可視化するbaPWV測定の意義
演者：福井　敏樹（医療法人社団如水会 オリーブ高松メディカルクリニック）

■教育講演 11	 オンデマンド配信

睡眠/睡眠時無呼吸と生活習慣病
演者：小川　和雅（医療法人財団慈生会 野村病院 予防医学センター）

■教育講演 12	 オンデマンド配信

肥満症治療の動向と課題
演者：桝田　　出（三菱京都病院）

■教育講演 13	 オンデマンド配信

新型タバコ時代の禁煙支援 ― JACSIS/JASTIS研究のすゝめ ― 
演者：田淵　貴大（東北大学）

■教育講演 14	 オンデマンド配信

高年齢労働者の安全確保～高齢女性労働者のための健康寿命延伸ドックの実際～
演者：中川　　徹（株式会社日立製作所 日立健康管理センタ）

■教育講演 15	 オンデマンド配信

MASLD（旧、非アルコール性脂肪性肝疾患）の病態に及ぼす骨格筋脂肪化・サルコペニアなど骨
格筋組織関連

演者：江口有一郎（医療法人ロコメディカル 江口病院）

■教育講演 16	 オンデマンド配信

フレイルな高血圧患者の血圧マネージメント
演者：山本　浩一（大阪大学）

■教育講演 17	 オンデマンド配信

人間ドックにおける禁煙支援
演者：山本　蒔子（一般社団法人 日本禁煙学会）

■教育講演 18	 オンデマンド配信

攻めの予防医療におけるコラボヘルス
演者：古井　祐司（東京大学未来ビジョン研究センター／自治医科大学）
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■日本医師会認定産業医制度産業医学研修会（申請中）
	 9月5日（土）   15：30〜17：30   第1会場（熊本城ホール 4F メインホール） 

座長：加藤　貴彦（公益財団法人 熊本県総合保健センター）
　　　大森　久光（熊本大学）
慢性閉塞性肺疾患（COPD）の産業衛生学的課題

演者：大森　久光（熊本大学）
限られた時間で成果を求められる嘱託産業医の葛藤 ― 『作業の理解』を起点とした「実感」の創出 ―

演者：野波　善郎（日本赤十字社熊本健康管理センター）
「産業保健ゼロ」から組織文化を変えるまでの20年の活動

演者：伊藤　敦子（九州電子株式会社）

　※単位取得希望の場合、聴講には事前予約が必要です
　　（6月16日（火）正午より受付開始）。詳細は67回学術大会Webサイトをご確認ください。

【産業医セッション申し込みの皆様へ重要なお知らせ】
　MAMISマイページ登録のお願い（認定産業医に関する各種手続きに必要）
　2025年4月より、認定産業医に関する新規申請・更新申請などの各種手続きは、日本医師会
　会員・非会員を問わず、MAMIS（医師会会員情報システム）上での実施が必須となります。
　MAMISでは、以下の機能がご利用いただけます。
　• 受講した研修会の単位確認
　• 認定医情報の確認・変更など
　これに伴い、単位シールの発行は廃止され、今後はMAMIS上での単位確認となります。
　つきましては、MAMISのマイページ登録をお早めに完了いただきますようお願い申し上げます。
　詳細は日本医師会ホームページの以下のお知らせをご確認ください。
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■プレナリーセッション（口頭発表）
	 9月4日（金）   13：20〜14：50   第2会場（熊本城ホール 3F 大会議室A1）

座長：未定

■プレナリーセッション（ポスター発表）	
	 9月4日（金）   10：30〜11：20   ポスター会場（熊本城ホール 1F 展示ホール）

座長：未定

■一般演題（口頭発表）

■一般演題（ポスター発表）
	

2. プレナリーセッション・一般演題




